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今回は、弊社の美容家電「パナソニックビュー

テ ィ ー 」 の 東 南 ア ジ ア 地 域 に お け る 展 開 を 事 例

に、弊社が東南アジアにおいてどのように女性市

場をとらえ、それをどのようにマーケティング展開

したのかをお話させていただきたいと思います。

パナソニックビューティーとは何か

まずは本題に入る前に、そもそもパナソニック

ビューティーとは何か、ということについて簡単に

ご説明させていただきます。

　パナソニックビューティーはヘアドライヤーや

お肌への潤いを補給するスチーマー、さらには電

動歯ブラシなどの美容家電をくくるブランドです。

おかげさまで、日本ではすでに多くの女性からご

支持をいただいています。日本では、1990年｢き

れ い な お ね え さ ん は 好 き で す か ｣ か ら 始 ま り 、 現

在の「忙しい人を美しい人へ」のスローガンで女

優の仲間由紀恵さんをキャラクターに展開してお

り、CMやポスターなどをご覧になられた方もいら

っしゃると思います。

　美しくなりたい、美しくいたい、というのはどの

世 に お い て も 女 性 の 永 遠 の 欲 求 だ と 思 う の で す

が、それを美容家電という側面から応援しよう、と

いうのが、パナソニックビューティーの変わらない

使命だと考えています。

特　集

東 南 アジ ア に お ける 女 性 マー ケ ティン グ に つ いて
〜 パ ナ ソニックビュー ティー の 事 例 か ら 〜

Panasonic Consumer Marketing A sia Paci f ic
General  Manager Small  Appl iance Group

城田　一樹

社 会の変 化と女性の変 化

東南アジアの社会と女性は、昨今、大きな変化

を遂げています。好調な経済を背景に、人々の消

費意欲はますます高まっており、とどまるところを

知りません。東南アジアは今までは男性が消費を

牽引してきた側面もありますが、ここ数年では男

性のみならず、女性が消費市場において重要な

ターゲットとなっています。

　 東 南 ア ジ ア に お け る 大 き な 変 化 の 一 つ は イ

ンターネット、特にソーシャルメディアネットワーク

（SNS）の爆発的な普及です。これによって国境

を超えた情報の共有化が行われるようになりまし

た。そしてもう一つの大きな変化は格安航空会社

（LCC）の登場です。ほんの数年前までアジアの

人たちにとって旅行とは自分の田舎に帰ることを

指し、他国に渡るということは金銭的にも精神的

にも大きな壁がありました。しかし、まるでバスに

乗 る よ う な 値 段 で 海 外 に 行 け る L C C の 発 達 に よ

り、より気軽に近隣の外国に行けるようになりまし

た。これによって、東南アジアにおいて国境を超

えた体験の共有化が始まりました。「情報の共有

化」と「体験の共有化」によって東南アジアリージ

ョナルで「価値観の共有化」がはかられるようにな

ったのです。

　 一 方 で 、 旧 来 的 な 価 値 観 も 失 わ れ て い る 訳

ではありません。今回私どもは東南アジアの女性

7500名の価値観を調べました。興味深かったの

は、彼女たちは先進的な価値観を共有すると同

時に、一方で、宗教や民族的な習慣なども大事に

したい、家族などを大切にしていきたいといった、
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いわば旧来的な価値観も大切にしたいという意識

があることがわかりました（図1）。いわば「多様性」

と「共通性」をどのように同時に成立たせるのか、

それが私たちの大きなマーケティングテーマにな

りました。

　　

そして彼女たちの行動、そしてそれに伴う情報

取得方法の多様化も大きなポイントになりました。

テレビで大量に認知をとるといった従来の方法で

はなく、何に共感をしてもらえるのか、そしてその

共感を得るためのアプローチは何か。変化するア

ジアの女性たちの前に、新しいアプローチを考え

なければなりませんでした。

ローカルの目線を大 切にするアプローチ

先ほど申し上げた通り、私どもは7500名の東南

アジアの女性のデータを分析しました。彼女たち

の価値観は何で、どのような情報接触ポイントが

あるのか、ということを徹底的に調べました。しか

し一方で、データはデータでしかありません。アジ

アの女性の生の声を吸い上げなければ彼女たち

に共感してもらえるコンセプトを作り上げることは

できません。そこで、弊社の各国の女性社員に加

え、各国で活躍する外部の女性マーケターを一

同に集め、ターゲットを設定し、ブランドコンセプ

トを作り、キーメッセージを開発するワークショップ

を何度も行いました（写真1）。その中で、価格、

商品、流通、コミュニケーションのマーケティング

戦略を練り上げていきました。

特 集 :  東南アジアにおける女性マーケティングについて 〜パナソニックビューティーの事例から〜

図1　			

写真1　			
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美 容家電を根付かせるために 住んでいる方で

ところで、東南アジアでは今まで美容家電はそ

れほど浸透しませんでした。そもそも美容というも

のは生活必需品ではありません。また極めてパー

ソナルユースなものです。そのため、家族みんな

のためになる他の家電のほうが優先されてきまし

た。しかし、昨今の経済発展による生活レベルの

向上により、美容にも多くの人がお金を支出する

ようになりました。それに伴い美容家電も成長の

兆しが見えています。

　その中で、私どもは2つの挑戦を押し進めて

います。一つは、単に商品に慣れ親しんでいただ

くのではなく、私どもパナソニックビューティーが

提案するライフスタイルの浸透です。現代のアジ

アの女性が持ち始めた「美」を力として社会で成

功する。また、内面を充実させて強く洗練された

美しい女性になるというライフタイルをパナソニッ

クビューティーが応援することで、どんどん社会に

定着させ、市場を拡大することです。

　もう一つの挑戦は、私どもの持つ様々な先進

的なテクノロジーをいかに理解いただくか、という

ことです。私どもはナノイーをはじめとする様々な

テ ク ノ ロ ジ ー を 持 っ て い ま す 。 こ れ ら を い か に 理

解、実感頂き、価値を感じていただけるか、という

ことに取り組んでいます。

　このライフスタイルへの共感、憧れと独自テク

ノロジーへの理解、実感という二つの軸を同時に

高めることで東南アジアの市場においてパナソニ

ックビューティーというブランドを確立し、日本と同

様に市場においてポジションを確立し、多くのお

客様に愛される「成功を求める現代のアジアの女

性のパートナー」でありたいと考えています。

「多様 性 」と「共 通性 」を確 保し、
「憧れ」を構 築するために

では、アジアの女性たちに憧れを抱かせつつ、

アジアの女性たちの持つ共通の価値観「美は成

功へのパスポート」を訴求しつつ、一方で、各国

ここに集まった女性たちは弊社の社員ではあり

ますが、同時にリアルな販売ターゲットでもありま

す。彼女たちの視点を組み込むことこそが、多様

性と共通性のハイブリッドマーケティングを成功さ

せる重要な要素だと考えています。

　 こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ か ら あ ぶ り 出 さ れ た

多 く の ア ジ ア の 女 性 た ち が 憧 れ る 女 性 像 と

は 「 P o s i t i v e 」 で あ り 、 「 O p t i m i s t i c 」 で あ り 、

「Active」で、「Keep in Shape」という健康や美

容にも熱心で、そして「Wel l-Educa ted」であり、

「Soc iab le」で、「Soph i s t i ca ted」な人たち、であ

るということがわかりました。このような女性像をも

とに描いていくことこそが、彼女たちにパナソニッ

クビューティーを憧れの存在にすることができると

考えました。

美は成 功へのパスポート

で は 、 そ の よ う な ア ジ ア の 女 性 た ち に と っ て

「美」とは何なのでしょうか。彼女たちにとって美と

は単なる外見の美しさだけを指すのではありませ

ん。精神的な、いわば内面的な美しさと外面的な

美しさの両方を満たすことこそが彼女たちにとっ

ての目指すべき「美」です。そして、その美を手に

入れることはいわば成功へのパスポートに他なら

ないと彼女たちは考えています。

　ここで重要なのはアジアにおける「成功」の意

味です。日本であれば、地位であるとか、収入で

あるとか、何らかの目標を達成することが成功を

指し示します。しかし、成長をし続けているここア

ジアでは、常に成長しつづけることこそが成功と

考えているのです。つまり天井なしの成功への欲

求 を 持 つ の が ア ジ ア の 女 性 た ち な の で す 。 言 い

換えれば、彼女たちにとって「美」とは充実した毎

日を送るための「自信」や「強さ」を与えるもので

す。

　 そ こ で 今 回 私 ど も が 考 え た コ ン セ プ ト は

「Beauty of  Empowerment」。すなわちアジアの

女性にとって美とは「力」であり、よりポジティブで

よりパワフルであること。これがアジアの女性たち

の美しさである、と考えました。
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の多様性にいかに配慮したのか、実際にどのよう

にマーケティングを取り組んできたのか、につい

てお話します。

　 今 回 、 先 に 述 べ た ワ ー ク シ ョ ッ プ で 導 き だ さ

れた理想とする女性像のイメージを体現するブラ

ンドアンバサダーを起用することにしました。いわ

ば、日本における仲間由紀恵さんのようなポジシ

ョンの人です。本来でしたら、共通の価値観を元

にしている以上、ブランドアンバサダーは一人で

あるはずです。しかし、東南アジアのポイントは多

様性です。特に美容商品というものは、自分に近

しいものにこそ共感する商品です。　身近な存在

でなければブランドアンバサダーに自分を投影す

ることはどうしても難しいものになります。

　そこで今回は、各国ごとにブランドアンバサダ

ーを起用することにしました。タイはタイ国内で圧

倒的人気を誇るYayaさん、ベトナムは元ミスベト

ナムフォトジェニックで、現在はアメリカに留学中

のThien Lyさん、マレーシアとシンガポールから

はエンターティメント番組でMCを務めるMarionさ

ん、そしてインドネシアは人気女優At iqahさんの

それぞれ個性の違う4人を起用。リージョナル共

通のポスターやTVCM、店頭でのPOP4人を競演

させることでブランドとしての「憧れ」の存在感を出

すと同時に、各国の女性たちにパナソニックビュ

ーティーを身近に感じてもらうよう、各国のプロモ

ーションではそれぞれ各国のアンバサダーを中心

とした展開をおこなうといった二方向でのアプロー

チを行いました。

広 告 内 容 も コ ン セ プ ト で あ る 「 B e a u t y 　 o f 

Empowerment」をコアに,その世界観を作りました

（写真2はプリントアド）。

TVCMは、ファッションショーに出る準備の中、

パナソニックビューティーの商品で美しくなってい

く4人が、実はファッションショーではなく、前向き

にアクティブにオフィス街を闊歩しているという、ま

さに今まで自分たちが議論してきたことをストレー

トに表現するストーリーでした（写真3）。

写真2　			

写真3　			

特 集 :  東南アジアにおける女性マーケティングについて 〜パナソニックビューティーの事例から〜
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日本では「癒し」ブームもあり、パナソニックビュ

ーティーもその方向で訴求していますが、こちら

東南アジアでは、成功へのパスポートという方向

性を大事にし、非常にグラマラスな世界観で統一

しました（写真4は店頭でのPOP）。

この世界観はお客様が接するあらゆるところで

統一しました。TVCMやポスターはもちろんのこ

と、店頭のPOPや商品カタログ、WEBサイト、ある

いは記者発表や店頭イベントなどにおいても同じ

ビジュアルを使い、世界観の統一を東南アジア全

体で図っていきました。これにより、ブランドの統

一感、ひいてはアジアのお客様の持つ共通の憧

れにアピールしていきました。

アジアにおける女性マーケティングが 持つ
意味とは

今や、東南アジアは女性の時代と言えるかもし

れません。もともと東南アジアでは女性は労働の

中 心 的 な 担 い 手 で し た 。 家 事 や 育 児 を 行 う だ け

でなく、畑仕事を行い、あるいは機織りなどの生

産にも従事していました。そういう時代背景がある

からか、現代においてもほとんどの夫婦が共働き

で、しかも夫よりも妻の方の年収が高い・・・などと

いうことも珍しくありません。実は、私のチームの

ローカルのスタッフも１名を除いて全て女性です。

彼女たちは本当によく働きますし、コミュニケーシ

ョン能力にも優れています。今後ますます、彼女

たちの存在は重要になってくるのではないかと思

います。それは消費においても同様で、今までは

どちらかというと男性が主導していた消費なども、

いずれ彼女たちが主導するということが起きるの

ではないかと考えています。

　その時に、美容としてのパナソニックビューテ

ィーをどうポジショニングしていくのか、さらには、

パナソニックのブランドパーセプションがどうあっ

て欲しいのか。実は今、女性マーケティングに取

り組む意味とは、明日のアジアにおけるマーケテ

ィング戦略を考えることに他ならないかもしれませ

ん。今後ももっともっと彼女たちに注目して、取り

組んでいきたいと思います。

執筆者氏名

城田　一樹(しろた　かずき)

経			歴

1969年　長野県生れ。

1992年　成城大学法学部卒業

1992年　パナソニック株式会社入社。中部電営業部、ホーチミ

ン駐在事務所、パナソニック韓国。

2012年3月　Panason ic 	Consumer	Market ing	As ia 	Pac i f ic　

へ出向、現在に至る。

写真4　			

特 集 :  東南アジアにおける女性マーケティングについて 〜パナソニックビューティーの事例から〜
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株式会社パルコは、経済産業省による海外事

業支援プロジェクト「平成24年度クール・ジャパン

戦略推進事業」の受託事業として、“日本の次世

代若手ファッションブランドに海外進出機会を提

供する”事業に取り組み、2013年2月22日～3月

10日の16日間、シンガポールにて20を超えるファ

ッションブランドを紹介する「HELLO,SHIBUYA 

TOKYO」イベントを開催した。

「LOVE　HUM AN．」　若い才能を支 援

する企業ポリシー

「Love Human.」。当社は、2010年9月より、こ

の言葉をCSRキャンペーンのキャッチフレーズと

して掲げ、自信をもって未来を切り開いていこうと

している若い才能にスポットライトを当て、応援す

る取り組みを続けている。

創業以来当社のDNAの中には、若手やスター

トしたばかりの高感度ブランドショップと、互いに

ビジネスで成長していこう、と取り組むマインドが

強い。そして、その部分を「パルコらしさ」と外部の

方から称されることも少なくない。多くの社員の中

には、そういったマインドが息づいていることも確

かである。

シ ン ガ ポ ー ル に て 当 社 が 展 開 す る 商 業 施 設

「PARCO Marina Bay」にも、そんな企業精神の

もとに立ち上げられた「PARCO　nex t　NEXT」

（若手シンガポールファッションデザイナー育成プ

ロジェクト）がある。

若いシンガポールファッションブランドを独り立

特　集

ニッポンが世界に誇れる
“ジャパン・ファッション”をASEAN に
PARCO CO. ,  LTD　株式会社パルコ　海外事業部
OveRSe AS buSineSS GROuP
中田 洋子

ち させ る た め の 様 々 な 活 動 の 他 に 、 東 京 に お い

て、日本人新進デザイナーとの交流や店舗運営

実践セミナーを盛り込んだ研修ツアー、渋谷パル

コにて「PARCO　next　NEXT」の期間限定ショッ

プ開催、と日本での交流も続けてきた。

そのたびに、若手デザイナーたちの熱意あふ

れる思いに当社のスタッフも感動を覚える機会に

恵まれ、そういった経験から、「次は日本の素晴ら

しい若手デザイナーたちを海外に！」という夢が

生まれてきた。そんな中の、今回のプロジェクトの

取り組みとなった。

次 世代ブランドの海 外進出を支 援する
「HELLO, SHIBUYA TOK YO」プロジェクト

近年、日系ファッションブランドは、経済成長著

しいASEAN市場、特にシンガポールへの進出に

非常に関心を抱いている傾向にある。事実、ここ

数年でシンガポール内の商業施設には日系アパ

レルブランドの出店が目立ってきた。大手アパレ

ルブランドに限らず、日本の若手デザイナーやク

リエーターも、海外で自分を試してみたいという気

持ちが強く、特に経済成長著しいＡＳＥＡＮ市場

への進出意欲が高まっている。

とはいえ、私たちが今回、「HELLO, SHIBUYA 

TOKYO」で取り組もうとしているブランドたちは、

① 素晴らしいデザインへのこだわりとクラフト

マンシップをもったブランドだが、シンガポールで

の知名度としては無名に近い。

② ク オ リ テ ィ は 抜 群 。 そ の 分 、 プ ラ イ ス が 非

常に高い。
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という現在のシンガポールマーケットに乗り込

むには、アゲインストの要素が強い。それは、プラ

ンニングの時点からはっきりしていた。「インター

ナショナルプレステージブランドの知名度」もない

が「ファストファッションには価格競争負けする」の

である。そういったブランドを、ローカルマーケット

に理解してもらうことは、まさに「チャレンジ」だっ

た。

それでも、日本ファッションの良さを
わかってもらいたい！

で は 、 た っ た ３ 週 間 弱 ほ ど の こ の イ ベ ン ト の 中

で、“ジャパン・ファッション”のよさを、いかにシン

ガポールにインパクト付けるか？

そこで、我々が組立てたのが３つの考え方の柱

だった。

① ブランドだけでなく、会場・宣伝物　すべ

てに　日本の誇るデザインチームに参加してもらう

② 地元のクリエーターたちとの「イコールパ

ー ト ナ ー シ ッ プ 」 （ お 互 い を 尊 重 し な が ら 、 互 い

のビジネスに成功をもたらそう、というパルコの理

念）のもと、イベントを作り上げる

③ リアルな　「トーキョー」「シブヤ」を見せる

ためのこだわり・労力を妥協しない

その一貫した柱のもと、大きく３つのイベントを

開催。

１ つ は 、 「 新 進 の ハ イ エ ン ド フ ァ ッ シ ョ ン ブ ラ ン

ド」＋「現在シブヤでブレイクしているブランド」を

編集したポップアップショップ。２つ目は、日系ブ

ランドとシンガポール若手デザイナーによるファッ

ションショー。３つ目は日本ブランドとシンガポー

ルのファッション専門店とのマッチング商談会だっ

た。

＜ファッションショーの様子＞　			
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特 集 :  ニッポンが世界に誇れる “ジャパン・ファッション”をA SE AN に

現 地と融 合で 新 たなマーケット創り→ポップ ア
ップストア 売 場（ 空 間）のこだわり、シンガポー
ルブランド×日本ブランドのコラボ商品開発と販 売

私 た ち の 考 察 に 過 ぎ な い が 、 今 の シ ン ガ ポ ー

ルは、「日本からやってきました！」だけでは到底

通用しない成熟したマーケットである。別に「日本

は特別」ではなく、決して「日本のものだから欲し

い」わけではない。

一方で、若者たちを含め、「日本にはとても憧

れがある」と多くのローカルたちが言う。これも決し

てお世辞ではないと思う。このイベントを行うにあ

たり、この両面をしっかり認識しないといけない、

と感じた。「シンガポールのマーケットをリスペクト

する」と同時に、「日本のファッションブランドの良

さを誇りをもって紹介する」。単なる日本商品、日

本文化の紹介ではないことを、パルコならではの

「編集」で表現したかった。

例えば、両国の素晴らしいデザイナー同志にコ

ラボレートしてもらい、Tシャツやトートバッグを開

発し、会場内限定販売した。

日本の誇る世界ブランド「Niss in Cup Noodle」

と「Hel lo,Kitty」を組み合わせ、現地のクリエータ

ーのデザインによるオリジナルパッケージとして販

売、2500個以上売上げるなど賑わいを添えた。

ま た 、 フ ァ ッ シ ョ ン 雑 誌 に 広 告 を 出 す の で な

く 、 若 者 た ち が 気 軽 に 手 に す る フ リ ー マ ガ ジ ン

「ZIGGY」や「JUICE」とタイアップし、記事やデザ

＜コラボレーション商品一例	＞　			
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インは現地のクリエイティブチームに任せ、誌面

を作ってもらった。こうした「シンガポール×シブ

ヤ・トーキョーのミックススタイル」を展開すること

により、当社ならではの「マーケットイン」のアプロ

ーチが実現できた。その実現の裏には、SPRING 

S i n g a p o r e 、 S T B 、 D e s i g n S i n g a p o r e な ど 多 く

の シ ン ガ ポ ー ル 政 府 機 関 や T a F f （ シ ン ガ ポ ー

ル フ ァ ッ シ ョ ン 協 会 ） が 率 先 し て こ の プ ロ ジ ェ ク

ト を 盛 り 上 げ て く れ た こ と が 挙 げ ら れ る 。 現 地 に

て、PARCO(S i n g apo r e )社が、「PARCO nex t 

NEXT」プロジェクトを通じて培って来たネットワー

クの蓄積が非常に大きな意味を持ったと言える。

本プロジェクトから見えてきたこと

オープン前夜のレセプションには約500名、翌

日のファッションショーにも350名、期間中の動員

数は、約5万人。開催前に抱えていた「このイベン

トは、シンガポールで本当に注目を集められるの

か」「このプライスゾーンで、本当に売上は作れる

のか」といった不安は一気に吹き飛ぶ集客と売上

を達成し、少なくとも「日本のファッションの良さを

伝える」というミッションに対し、一定の成果は得ら

れたと思う。

今回のポップアップショップでの売行きを分析

すると、手頃な価格の商品だけでなく、東京コレ

クションブランド（＝高単価ブランド）の売上が上

位に挙がっていた。日本ファッションクオリティー

への 関 心 、 そ れ を 評 価 し た 上 で 、 “ 有 名 で な い ”

が “ 決して安価ではない”商品を購入する層がこ

れだけいるという事実は、シンガポールマーケット

を語るうえで、非常に新しい発見となった。

また、買上顧客の傾向を見る中で、シンガポー

ルの人たちが非常にエイジレスなマインドをもって

いることも新しい発見だった。40代、50代の女性

たちが、臆せず様々なブランドを試着し、斬新な

デザインの服を購入する、そんな光景を数多く見

かけ、これも次への芽を感じる場面だった。

次はビジネスの実 現を！

今回のような短期集中型・かつ政府の事業とし

て実施したイベントの反応と、シンガポールのリア

ルマーケットでのビジネスとをパラレルに語ること

は、ナンセンスかもしれない。

しかし、このイベントを通じて、少しでもシンガ

ポールのマーケットが「日本のファッションには、

魅力的なブランドがたくさんあるようだ」と認識を

し、また、日本の若いブランドたちが、「海外に自

分たちの服を理解してくれるマーケットがある」と、

海外へも目を向けてくれるきっかけになれば何よりで

ある。

もちろん、パルコのこれからの夢は、日本で本

当に良いデザイン・クオリティの服を作り続けてい

るブランドたちを、”パルコプラットフォーム”に「イ

コールパートナー」として参加してもらい、海外進

出を果たしていくこと。それを実現するための貴

重な経験をこのイベントを通じて得、まさにスター

ト地点に立ったところ、という気分である。

最後に、今回のイベントで、想像もしなかった、

かつ一番素晴らしい産物があったことをご紹介し

たい。

今回のPOP UP STORE開催にあたって最も頭

を悩ませたことの一つに、「現地スタッフの調達」

があった。シンガポールでイベントエージェントを

運営するVivid Creat ionsさんのもとにスタッフと

して集まってくれた、日本文化が大好きな若いシ

＜ポップアップショップの様子＞　			
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執筆者氏名

中田　洋子(なかた　ようこ)

経			歴

大学卒業後、㈱パルコにて、店舗営業／営業企画／マーケテ

ィング誌編集などに携わり、現在海外事業部にて東南アジアエ

リア担当。

ンガポールの大学生と20代のメンバーのチームワ

ークと取組姿勢の素晴らしさだった。

20以上もある日本のブランドを、自ら率先して

理解しようとし、ただ価格が高いだけと思われがち

な各ブランドの、商品の良さやメッセージを懇切

丁寧に来場者に伝えてくれていた。

「日本のイベントだから」と、一生懸命お客さん

にお辞儀をし、腰が痛くなった（笑）という微笑ま

しいエピソードもあったそうだ。

今回、本イベントに関わった国内担当のパルコ

スタッフも、そんな現場スタッフに何度も熱い思い

を味わい、海外でビジネスをする醍醐味の小さな

かけらに触れられた。 

2 0 1 3 年 度 　 パ ル コ の コ ー ポ レ ー ト メ ッ セ ー ジ

「LOVE HUMAN．」キャンペーンのキャッチコピ

ーは、「空気は動く　人の熱で」。

私 た ち が シ ン ガ ポ ー ル で 体 験 し た 、 若 い 才 能

を 応 援 し 、 新 た な 市 場 に ト ラ イ ア ル す る 、 そ こ か

ら 大 き な 熱 い も の が 生 ま れ て く る 、 そ ん な 思 い

を ポ ス タ ー に し 、 全 国 1 9 店 舗 の パ ル コ に 掲 出 さ

れる。ht t p : / /www . p a r c o . c o . j p / p a r c o/ l o v e _

human/

企業キャンペーン第1弾ポスターは、シンガポールでのHELLO	SHIBUYA	TOKYOイベントがモチーフとして採用された。

特 集 :  ニッポンが世界に誇れる “ジャパン・ファッション”をA SE AN に

このような貴重な経験をもとに、ご縁あってビジ

ネスを続けているシンガポールマーケット、さらに

はASEANマーケットに対し、日本企業としてのア

イデンティティと、パルコが“伝えられること・伝え

るべきこと”を大事にしながら、新たなチャレンジ

をしていきたいと思っている。
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特　集

S E A  G a m e s  2 0 1 3  （ 東 南 アジ ア 競 技 大 会

ミャン マー 開 催 ）の 魅 力 に つ いて
DenTSu SPORTS ASiA PTe.  LTD.
PReSiDenT & CeO

森村　國仁

（１）はじめに

今年2013年12月11日からミャンマーにてSEA 

Games （South East Asian Games, 東南アジ

ア競技大会、以下「 SEA Games 」）が開催されま

す。

東南アジアではオリンピックを凌ぐ圧倒的な人

気を誇るSEA Games ですが、読者の皆さんは、

そもそもSEA Gamesについてあまりご存じない方

も多いと思います。　　　

そ こ で 、 本 稿 で は 、 ① 今 年 2 0 1 3 年 の S E A 

G a m e s （ ミ ャ ン マ ー 開 催 ） が な ぜ 重 要 な の か 、

　②SEA Games 自体について、③SEA Games 

とオリンピック等ほかの国際的なスポーツイベント

との比較をさせて頂くことで、SEA Games の魅力

を説明させて頂きたいと思います。

  

（２）① 今 年2013年のSE A G ames
（ミャンマー開催）がなぜ重要なのか　

2013年6月現在、ミャンマーは世界中の注目を

集める国の一つと言えるでしょう。

昨年2012年4月、国政選挙の補選でアウンサ

ンスーチー女史が当選して国政復帰を果たし、同

年11月にはオバマ大統領が訪問し、経済制裁の

部分的解除を約束し、さらに2013年5月には安倍

首相がミャンマーを訪問するなど、ミャンマーは軍

事独裁体制から脱却し民主化へと進みつつあると

いう印象があります。

ところが、国際社会は数年前まで軍事政権であ

ったミャンマーに対して、「本当に民主化できるの

か？」と半信半疑です。

そのような見方に対して、ミャンマー政府として

は、同国が確実に変化しつつある姿を具体的に

見てもらうことで、民主化の流れが徐々に浸透し、

投資環境が整いつつあることを国際社会にアピー

ルしていく必要があると考えているようです。

そ の 意 味 で 、 ミ ャ ン マ ー が 2 0 1 3 年 に 第 2 7 回

SEA Gamesを主催し、2014年にASEAN 会議の

議長国として会議をホストし、2015年に総選挙を

迎えていく、という向こう数年間のステップは、まさ

に国際社会に新たにデビューする雄姿を内外に

知ってもらうための格好の舞台であり、装置として

必要不可欠なのです。

そのステップの第一弾がSEA Gamesですから、

その重要性は分かって頂けると思います。

さて、ご存知の通り、ミャンマーは過去30年間

国 際 社 会 か ら 孤 立 し て い ま し た 。 そ の 間 、 経 済

は 疲 弊 し 、 国 民 所 得 は 最 貧 国 水 準 ま で 落 ち 込

みました（一人当たりの購買力平価換算のＧＤＰ

（USドル）のランキングで世界最低に近い163位

の年間1400USドルとなっています（IMF Wor l d 

Economic Outlook Databases 2011年より））

ティンセイン大統領は、民主化の施策を推進し

つつも、まずは経済を立て直し、国民所得を目に

見える形で少しずつ向上させる必要があると考え

ているようです。高邁な理想も大事だが、経済を

立て直して国民生活を豊かにすることこそ喫緊の

課題であると考えているのです。

そのためには、外国からの直接投資を本格化

させる必要がありますし、投資環境が整いつつあ

ることを東南アジア諸国のみならず世界中にアピー
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ルせねばなりません。

ただ、どれほどミャンマー政府の首脳が世界中

を飛び回って、「投資環境が整いつつあるので、

どんどん直接投資をしてください！」と呼びかけて

も、国際社会の反応は鈍く、簡単には投資を本格

化させるまで至っていないのです。

そこで、政府首脳は、国際社会の目を引き付け

るには、 SEA Games やASEAN 会議のような国

際スポーツイベントや国際会議を主催して、その

中でミャンマーの変貌ぶりを具体的に見てもらうこ

とが有効なのではないかと考えたのです。

極 め て 妥 当 な こ と か と 思 わ れ ま す 。 こ れ ま で 、

東京五輪（1964年）、ソウル五輪（1988年）、北京

五輪（2008年）などの例にみられる通り、国際的

な広がりを持つスポーツイベントは発展途上の国

々を着実な経済発展段階へとテイクオフさせる不

思議な力を持っています。

というのも、参加国の国民はメディアを通じて主

催国が大きな変化を経験しつつあることを目の当

たりにし、スポーツイベントという「お祭り」を通じ

て、主催国に親近感を覚えるようになります。いき

おい自国の政府や企業が主催国に対してさらな

る投資をすることに違和感を持つことが減っていきます。

以上から、ミャンマーにとって、変貌する姿をア

ピールする舞台としてSEA Gamesをホストしかつ

成功させることがどれほど重要な意味を持ってい

るかが分かって頂けたと存じます。

（３）② シーゲームズ（SE A G ames）
自体について

　

次に、 SEA Games について具体的に見てい

くことに致します。

ア） SEA Games の歴史的経緯

SEA Games は東南アジア競技大会の略称で

あり、奇数年に隔年開催されます。

SEA Games はいわばオリンピックで十分にメ

ダルが取れない東南アジア諸国の国民にとって、

メダルの取れる興奮を存分に提供する大会といえ

ます。

そ の 第 1 回 S E A  Games  は1959年にバンコ

ク（タイ）で開催されました。（当時は South East 

Asian Peninsular Games と呼ばれました。1977

年の第9回から現在のSouth East Asian Games 

という呼称が使用されています）

当時の東南アジア地域は、ボルネオのサバ州

を巡るマレーシアとフィリピンの紛争（1963年）、

シンガポール独立時のマレーシアとの対立（1965

年）、など、隣国間の紛争が続いていたようです。

そのような隣国間の政治的、軍事的な緊張関

係を幾分緩和するものとしてSEA Games は作用

してきたともいえます。

特 集 :  SE A Games 2013 （東南アジア競技 大会ミャンマー開催）の魅力について
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その後、1980年代には紛争もほぼ終結し、東

南アジア経済は1990年代に急速に発展を遂げ、

ア ジ ア 経 済 危 機 （ 1 9 9 7 年 ） を 乗 り 越 え た 2 0 0 0 年

代 に は 、 経 済 発 展 を 軌 道 に 乗 せ ま す （ 2 0 0 0 年

～2007年のASEAN10か国の経済成長率は平均

5.5％、2007年～2012年も同じく5.5％）。

SEA Games は、2001年にクアラルンプール

（マレーシア）、2003年にハノイ・ホーチミン（ベト

ナム）、2005年にマニラ（フィリピン）、2007年にナ

ーコーンラチャシマ（タイ）、2009年にビエンチャ

ン（ラオス）、2011年にジャカルタ・パレンバン（イ

ンドネシア）で開催され、安定感のあるスポーツイ

ベントとして東南アジア地域で完全に定着してい

ます。

なお、現在の参加国はASEAN加盟国の10ヶ国

に加えて、準加盟国の東ティモールの11ヶ国で

す。（2015年には建国50周年を迎えるシンガポー

ルで開催されます）

 イ）SEA Games の魅力

SEA Games ではおよそ35競技が戦われます

が、なかでもサッカー、セパタクロー、バドミントン

など東南アジア諸国で高い人気を誇るスポーツで

は、各国チームが威信をかけて激突し、各国民は

応援に熱が入ります。

たとえば、2011年のSEA Games（インドネシア

開 催 ） で は 、 サ ッ カ ー の 準 決 勝 に タ イ 、 マ レ ー シ

ア、カンボジア、インドネシアの４ vか国が残り、マ

レーシアと地元インドネシアが決勝戦を戦い、最

終的にインドネシアが優勝しました。上記４か国で

は各国民がテレビに釘付けになりました。（ベトナ

ムとインドネシアの準決勝の視聴率は16.2％、マ

レーシアとインドネシアの決勝戦の視聴率は21.8

％でした（チャンネルはRCTI））

また、セパタクローについては、タイとマレーシ

アがともに、自国こそ発祥国であるとのプライドを

譲らない中、男女ともに白熱した試合が展開され

ます。（2011年インドネシア大会では、タイが男女

ともセパタクローの3種目中2種目で優勝）

さらに、バドミントンもインドネシア、マレーシア

が世界レベルの実力を見せつけて、団体戦・個人

戦で互いにしのぎを削ります。（2011年インドネシ

ア大会では、インドネシアが男子単複、女子複、ミ

ックスダブルスで優勝）

加えて、SEA Games の特徴は、開催国が地元

のスポーツを加えることができる点でしょう。ミャン

マーの場合、国技ともいうべき、Chin lone（チンロ

ン、前ページ写真参照）という競技が加わってい

ます。チンロンはセパタクローのような籐のボール

を使う競技ですが、セパタクローと違ってネットを

挟んでチームが向かい合うというスタイルは採りま

せん。サッカーのリフティングのようにボールを地

面に落とさないようにしつつ、芸術性も競いながら

点数を争います。

　ウ） SEA Games 2013

第27回SEA Games は今年2013年12月11日

から22日にかけてミャンマーのヤンゴン、ネピドー

（首都）、マンダレーの3都市で開催されます。ミャ

ンマー開催は、実に第5回大会の1969年以来44

年ぶりです。1969年当時はビルマという国名であ

り、東南アジア屈指の経済大国でした。そのミャン

マーが、44年を経て「新・新興国」として再度胎動

し始めることになります。

な お 、 新 興 国 と 言 え ば 、 サ ッ カ ー F I F A ワ ー

ル ド カ ッ プ も 2 0 1 4 年 に ブ ラ ジ ル 、 2 0 1 8 年 に ロ シ

ア、2022年にカタールと新興国で開催される予定

です。また、後述するオリンピックも、2014年にソ

チ（ロシア、冬季五輪）、2016年にリオ（ブラジル、

夏季五輪）で開催されます。

そ う 考 え る と 、 新 ・ 新 興 国 で あ る ミ ャ ン マ ー で

SEA Games が開催されるのも自然な流れなのか

もしれません。

＊なお、2020年の夏季オリンピックの開催地

として、東京もイスタンブール、マドリッドと

並んで名乗りを上げており、2013年9月7

のIOC（国際オリンピック委員会）総会にて

開催地が決定いたします。
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エ）電通スポーツアジアとSEA Games 2013と

の関わり

さて、2013年4月に、弊社（電通スポーツアジア）

は、ミャンマー財務歳入省からSEA Games 2013

のスポンサーシップ・マネジメント・コンサルタント

に指名されました。

実は、1年ほど前から電通のミャンマー拠点を

通じてミャンマー政府から「44年ぶりのミャンマー

での開催なので何とか成功させたい。ぜひとも協

力して欲しい」という依頼を頂いておりました。1年

以上に渡って政府側と交渉し、公正を期すべく競

争入札となりましたが、最終的に弊社が指名され

ました（本ページ下部の写真参照）。

まだ同国政府と権利内容等の詳細を詰める作

業が残っておりますが、弊社としてはミャンマーに

ローカライズしたいというクライアント企業さまと、

経済発展を何とか軌道に乗せたい同国政府の橋

渡しのお手伝いができるのではないかと考えてお

ります。

 

（４）③オリンピック等との比 較

さて、おおよそSEA Gamesに関してご理解頂

いたかと思いますが、よりイメージを豊かにして頂

くために、 SEA Games をオリンピック等他の国

際大会と比較させて頂こうと思います。

ア）オリンピック

オリンピックは言わずとしれた世界最大のスポ

ーツの祭典です。（経済規模はおよそ2000億円

超とされています）

1896年にギリシャのアテネで第１回近代オリン

ピックが開催され、昨年2012年のロンドン大会ま

でほぼ間断なく4年に１度開催されてきました。

参 加 国 、 地 域 は 2 0 0 を 超 え 、 各 選 手 の 活 躍 が

全世界に中継されます。そのため、参加選手から

すると、オリンピックは世界的なメジャー選手へと

駆け上がる晴れの舞台といえ、メダリストとなること

は、名実ともに世界最優秀選手の仲間入りするこ

とを意味します。

オリンピックは1984年に大きな転機を迎えまし

た。国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）が開催国・都

市に対する資金的な援助を最小限とすることを決

めたのです。開催都市であるロスアンジェルス市

の組織委員会は単独で開催資金を確保すること

ができず、頭を痛めました。

そこで、組織委員会は公式スポンサーを一業

種一社に絞る（30社）ことにより価値を上げて高く

特 集 :  SE A Games 2013 （東南アジア競技 大会ミャンマー開催）の魅力について
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売ること、及び放送権販売を強化するという作戦

を採りました。また、当時アメリカで絶好調であっ

た日系企業にもスポンサーシップを持ちかけまし

た（電通も組織委員会と共に日系企業を含めた複

数の企業にアプローチいたしました）。

組織委員会の狙いは的中し、日系企業では富

士フィルム、キヤノンが、地元アメリカ企業ではマ

クドナルド、Ｐ＆Ｇ、モトローラなどが公式スポンサ

ーとなり、結果として、ロスオリンピックは商業的に

も大成功を収めました（組織委員会の利益は1億

5000万ドル、当時のレートで約360億円と言われ

ています）

その後、オリンピックは「コマーシャリズムに偏

っていないか？」という批判も浴びましたが、昨年

2012年のロンドンオリンピックでは、企業ロゴの過

剰な露出を減らして、選手の活躍を前面に押し出

すなど、選手主体の大会へと変貌しています。

イ）アジア大会

アジア大会は、日本を含む東アジア、インド等

の南アジア、ヨルダンなど中近東など広大なアジ

ア地域を広くカバーするオリンピックのアジア版と

いうべき世界最大級の複合競技大会です。（参加

国は45か国、経済規模はおよそ800億円とされて

います）

ア ジ ア 大 会 の 特 徴 は 、 著 し い ア ジ ア 地 域 の 成

長と大会の成長がそのままリンクしている点でしょ

う。つまり、日本の高度経済成長（1970年代）、韓

国・台湾・香港・シンガポールといういわゆる「４つ

の龍」の高度経済成長（1980,90年代）、中国、イ

ンドという世界最大の人口を有する２つの大国の

経済成長（2000年代）が、アジア地域への世界中

の注目を集め、アジア大会自体への注目を高め

てきました。

最 近 で は 、 1 9 9 4 年 に 広 島 、 1 9 9 8 年 に バ ン コ

ク、2002年にプサン（韓国）、2006年にドーハ（カ

タール）、2010年に広州（中国）で開催され、今後

は2014年に仁川（韓国）、2019年にはハノイ（ベト

ナム）での開催が予定されています。
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ウ）コモンウェルスゲームズ

コモンウェルスとは英連邦諸国を意味します。

英連邦諸国とは大英帝国時代のイギリス植民地

で後に独立した国々で、独立後もイギリスとの強

い関係を維持することを選択した国々です。

ニュージーランドやオーストラリアなどのオセア

ニ ア 諸 国 、 マ レ ー シ ア や シ ン ガ ポ ー ル な ど 東 南

アジア諸国、インドやスリランカなどの南アジア諸

国、ケニアや南アフリカ共和国などのアフリカ諸

国などを含めたアジア大会を上回る53か国が参

加しています。

コモンウェルスゲームズの特徴は、まさにイギリ

ス発祥の競技が中心として行われる点でしょう。6

人制ラグビー、クリケット、テニス、蹄鉄投げなど、

イギリス貴族が好んだスポーツが植民地において

も広く楽しまれ、ルールが整理され競技として成

立したのです。

その意味では、コモンウェルスゲームズはスポ

ー ツ が 大 英 帝 国 の 版 図 の 拡 大 に 従 っ て 徐 々 に

世界に広がった過程を楽しめるものかもしれませ

ん。

最 近 で は 、 2 0 0 6 年 に メ ル ボ ル ン （ オ ー ス ト ラ

リ ア ） 、 2 0 1 0 年 に ニ ュ ー デ リ ー （ イ ン ド ） で 開 催 さ

れ、今後は2014年にグラスゴー（スコットランド）

、2018年にゴールドコースト（オーストラリア）で開

催が予定されています。

（５）　まとめ

以 上 か ら 、 ミ ャ ン マ ー で 今 年 開 催 さ れ る S E A 

Games がミャンマーにとって極めて大きな意味を

持つことをご理解頂けたかと存じます。

また、SEA Gamesはオリンピック等と比較する

と 規 模 は 小 さ い も の の 、 ス ポ ー ツ を 通 し た 善 隣 ・

友好というオリンピックの精神が十分に表れたも

のといえるでしょう。SEA Gamesは東南アジア11

ヶ国が一体となる貴重な機会であり、その一体感

は、2015年にASEAN加盟国内の関税が原則撤

廃されることと併せて、さらに域内の経済的結び

つきを強めることに大きく寄与することでしょう。

我々としても、スポーツイベントというソフト面を

上手に活用して、同国を盛り上げて行くことができ

れば、望外の喜びです。 

執筆者氏名

森村	國仁（もりむら　くにひと）
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特 集 :  SE A Games 2013 （東南アジア競技 大会ミャンマー開催）の魅力について
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ここではまず、シンガポール政府の統計にもと

づく現在の雇用と労働力マーケットの状況を見て

いきましょう。

【雇用総数】

シンガポール統計局によると、2013年3月現在

の雇用総数は337万8 , 400件（前年同期比3.8%

増）、2012年12月の時点では335万7,600件（同

4.0%増）でした。

【雇用数の増減】

人材開発省（MOM）の統計では、昨年（2012

年）は合計12万9,100件（対前年比4.0%増）の雇

用増を記録。2011年の12万2,600件（同3.8%増）

を超える増加となりました。

2012年の増加分の内訳は、シンガポール人お

よびPR（永住権保持者）が5万8,700件（前年比

2.9%増）、外国人が7万400件（同5.9%増）。2011

年の統計では、シンガポール人およびPRが3万

7,900件増（前年比1.9%増）、外国人が8万4,800

件増（同7.6%増）となっていましたので、ローカル

人材の雇用の伸びが大きくなっている一方、外国

人の伸びが鈍ってきていることがわかります。

なお、建設労働者とメイドを除く外国人の雇用

（2012年）はわずか3万2,200件（対前年比4.6%

増 ） の 増 加 に と ど ま り 、 2 0 1 1 年 の 6 万 2 0 0 件 （ 同

9.4%増）から大きく伸び幅が減っています。

2013年に入って雇用の伸びは鈍くなり、第1四

半期（1月～3月）は2万800件の増加にとどまりま

特　集

シ ン ガ ポ ー ル の 労 働 市 場 と 雇 用 状 況

Te XSe AR PTe LTD
MAnAGinG DiReC TOR

荒屋　隆

した。これは第1四半期の増加数としては2009年

以来最も低い数字です。なお2012年第4四半期

は4万4,000件増でした。

【失業率と失業者数】

2013年3月現在の失業率（季節調整値）は、昨

年12月の1.8%からわずかに上昇して1.9%となりま

した。「シンガポール人およびPR」の失業率も、同

じく2.7%から2.9%への微増となりました。シンガポ

ール人のみの失業率は、12月も3月もともに2.9%

でした。

2012年の平均失業率は2.0%で、2011年と同

じ。シンガポール人のみの平均失業率（2012年）

も前年と同じ3.0%でした。「シンガポール人とPR」

の平均失業率は、2.9%（2011年）から2.8%（2012

年）への微減となりました。

2012年の平均失業者数は、シンガポール人が

5万3,900人（前年は5万2,900人）、PRは6,100

人（前年は7,700人）でした。

【リストラ】

2013年第1四半期（1月～3月）のリストラ件数

は約2,000件にとどまりました。昨年第4四半期の

2,600件、同第1四半期の2,200件より減少してい

ます。

通年で見ると、2012年の総リストラ件数は1万

1,010件で、2011年の9,990件よりも多くなってい

ますが、それでも2009年（2万3 , 430件）や08年
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（1万6,880件）よりはかなり低い水準を保っていま

す。

またCPF庁の統計によると、2013年第3四半期

に職を失った人の57%が、同年12月までに再就

職しています。この3か月前（2013年第2四半期に

失職し、同年9月までに再就職）の数字は52%でし

た。

【求人数】

2012年12月の求人数は、同年9月の時点より

8.7%減少し、求職者100人あたり110件となりまし

た。

（9月は100人あたり125件）

【平均給与額】

MOMによると、シンガポール国民（フルタイム

就業中）の2012年の平均給与額（CPF会社負担

分を含む）は3,248ドルで、前年比5.8%増となりま

した。また、2012年6月の「国民とPR」の平均給与

額（CPF会社負担分を含む）は3,480ドルで、前

年比7.1%増でした。

シンガポール統計局は、2012年第4四半期に

おけるシンガポール全体の平均給与額を4,773ド

ル（前年同期比2.5%増）としています。同年第3四

半期は4,078ドル（同3.1%増）でした。これはCPF

庁のデータに基づく数字で、給与支払総額（ボー

ナスを含み、CPF企業負担分は含まない）を被雇

用者数で割ったものです。

【大学新卒者の給与額】

教育省（MOE）によると、2012年の国立大学卒

業生（専攻別）の平均給与額は以下のようになり

ました。（給与額の大きいものから順に）

1.　シンガポール国立大学（NUS）

　　（S＄＝シンガポールドル）

         

法学（優等）    4,963ドル

医学     4,799ドル

歯学     4,250ドル

経営学（優等）   3,976ドル

建築学    3,717ドル

コンピュータ科学   3,683ドル

コンピュータ工学（コンピューティング学部） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,630ドル

薬学（優等）    3,560ドル

産業システム工学   3,442ドル

会計学（優等）   3,423ドル

コンピュータ工学（工学部）  3,403ドル

機械工学    3,357ドル

一般文系（優等）   3,344ドル

化学工学    3,335ドル

電気工学    3,301ドル

社会科学    3,290ドル

Eコマース    3,289ドル

経営学    3,238ドル

エンジニアリング科学  3,232ドル

環境工学    3,206ドル

一般理系（優等）   3,190ドル

情報システム   3,169ドル

一般文系    3,157ドル

材料科学・工学   3,139ドル

土木工学    3,101ドル

応用科学（優等）   3,079ドル

通信・メディア（IT）   3,060ドル

プロジェクトおよび施設管理  3,046ドル

不動産    3,042ドル

生物工学    2,971ドル

一般理系    2,920ドル

工業デザイン   2,886ドル

会計学    2,882ドル

看護学    2,866ドル

音楽     2,397ドル

特 集 :  シンガポールの労働市場と雇用状 況
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2.　南洋工科大学（NTU）

ビジネス・コンピューティング  3,651ドル

航空宇宙工学   3,578ドル

会計・ビジネス   3,464ドル

文系（教育）    3,430ドル

理系（教育）    3,428ドル

コンピュータ科学   3,371ドル

数学     3,364ドル

電気電子工学   3,359ドル

コンピュータ工学   3,336ドル

海洋学    3,336ドル

化学生分子工学   3,314ドル

物理学・応用物理学   3,284ドル

機械工学    3,272ドル

土木工学    3,270ドル

ビジネス（3年特修）   3,268ドル

材料工学    3,206ドル

経済学    3,190ドル

数学および経済学   3,180ドル

英語学    3,179ドル

環境工学    3,176ドル

社会学    3,162ドル

中国語学    3,157ドル

化学および生化学   3,127ドル

言語学および多言語科学  3,066ドル

生物科学    3,055ドル

生物工学    3,044ドル

情報工学とメディア   2,974ドル

会計学（3年特修）   2,969ドル

心理学    2,953ドル

コミュニケーション学   2,941ドル

漢方医学    2,830ドル

芸術・デザイン・メディア  2,783ドル

3.　シンガポール経営管理大学（SMU）

法学（優等）    5,082ドル

法学     4,975ドル

経済学（優等）   4,053ドル

情報システム管理（優等）  3,946ドル

経営学（優等）   3,854ドル

経済学    3,768ドル

会計学（優等）   3,765ドル

社会科学（優等）   3,496ドル

情報システム管理   3,383ドル

経営学    3,348ドル

社会科学    3,289ドル

会計学    3,268ドル

【就業パス】

現在の就業パスの制度は次のようになっていま

す。

1.　エンプロイメント・パス（EP）

EPを発給するか否かはMOMの裁量によるとさ

れており、基準は明確にされていませんが、下記

の基準が例として挙げられているほか、現在シン

ガポールが必要としている職種かどうかも判断材

料とされるようです。

P1パス：　固定給8,000ドル以上。優秀な大学

等の学位や専門資格、専門技術などがあること。

配偶者および21歳未満の子、父母などを帯同で

きる。

P2パス：　固定給4,500ドル以上。優秀な大学

等の学位や専門資格、専門技術などがあること。

配偶者および21歳未満の子などを帯同できる（父

母は除く）。

Q 1 パ ス ： 　 優 秀 な 大 学 等 を 卒 業 し た 新 卒 者 ・

第二新卒者等は固定給3,000ドル以上。その他

の 場 合 は 経 験 や 能 力 に 応 じ た （ よ り 高 い ） 給 与

額。4,000ドル以上の場合は配偶者および21歳

未満の子を帯同できる。

なお、EP取得資格証明書の制度は2011年12

月1日を以て終了しました。
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2.　Sパス

S パ ス は 、 中 程 度 の 熟 練 技 能 を 持 つ 外 国 人

を 対 象 と す る 就 業 パ ス 。 発 給 の 基 準 は 、 固 定 給

2,000ドル以上、短大卒以上の学歴（職種によっ

ては専門学校等の卒業資格も認められる）、その

業務の経験年数などとされています。

給与額が4,000ドル以上の場合、配偶者および

21歳未満の子を帯同できます。

雇用する企業はSパス受給枠（クオータ＝雇用

可能人数）に余裕がなければ雇用できません。

企業はSパス保持者を医療保険（年間保証額1

万5,000ドル以上）に加入させ、毎月のレヴィ（人

頭税）を支払う必要があります。レヴィはSパス保

持者1人あたり250または390ドル／月で、業種お

よびSパス保持者の人数によって異なります。

3.　ワーク・パーミット（WP）

WPは16歳以上50歳未満（マレーシア人は58

歳未満）の外国人を対象とする就業パスで、最低

給与額は決められていませんが、業種によって雇

うことのできる国籍が決まっています。

企業はWP保持者の医療費および入院費を負

担し、必要に応じて労災保険に加入させ、住居や

生活必需品の費用を負担する等のさまざまな義

務を負います。

また、マレーシア人以外を雇用する場合、企業

は 本 人 が シ ン ガ ポ ー ル に 到 着 す る 前 に 5 , 0 0 0 ド

ルの保証金を政府に納めるほか、毎月1人あたり

230～650ドルのレヴィ（人頭税）を支払う必要が

あ り ま す 。 レ ヴ ィ の 金 額 は 、 業 種 、 雇 用 人 数 、 熟

練・非熟練の別などにより異なります。
執筆者氏名

荒屋　隆（あらや　たかし）

経			歴

東京エグゼクティブリクルートメント代表取締役

	

1994年より日本大手人材派遣会社の最初の海外駐在員として

香港に赴任。

1998年に同社アジア統括本部長としてシンガポールに赴任。

アジア各地の現地法人の設立および管理運営に携わる。

2007年、東京エグゼクティブサーチ社（代表取締役　江島優・

日本人材紹介協会会長）と提携し、シンガポールに東京エグゼ

クティブリクルートメント社を設立。
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特 集 :  シンガポールの労働市場と雇用状 況
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事務機器メーカーが取り組む
ビジネスモデルの変革
Fuji  XeROX SinGAPORe PTe LTD
buSineSS MAnAGeR

横田 知久

シンガポールは、多民族国家、そしてアジアパ

シフィック地域の中心に位置する地理的優位性、

優れた官僚が国を治める近代国家です。よって、

他のアジアの国々と比較しても高い競争力を持っ

ています。主な特徴には次の４つがあると考えて

おります。

1)高い知識レベル（熟練した製造やサービス、

教育や知識習得への高い関心）

2)優れた統治能力（法治国家、管理システム）

3)ネットワーク（４Gネットワーク、人脈）

4)生活環境（住みやすさ、働きやすさ、学びや

すさ、安全性）

し か し な が ら 、 2 0 1 3 年 の シ ン ガ ポ ー ル の 展 望

業 界を取り巻く環 境 変 化
は、MAS（シンガポール金融管理庁）発表により

ますと、物価上昇率予想は、3.8%で変わらず非常

に高い予想となっております。昨年末のBusiness 

T imesでは、政府予想の2％のインフレレートが、

実際には4.5％であったということ、高賃金、車の

所有コスト増、住居コストの値上がりなどが続き、

それに伴う景気への影響が懸念されています。 

また、同じく昨年末のStraits Timesでは、外国

人労働者の制限と成長の鈍化によってSMEマー

ケットにもたらす影響について記述があり、オペレ

ーションの縮小や、シンガポールからの撤退が懸

念されています。マレーシア、ジョホールバルのイ

スカンダルプロジェクトなどは、代表的な代案の一

つとして考えられていて、お客様の変化に追随で

きる機動力が重要になっています。

一方、我々の事務機器業界を取り巻く特異なニュ
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ースとして、政府による生産性の向上支援策である

PIC（Productivity and Innovation Credit）Scheme

運用に関する厳しい指摘がありました。　シンガポー

ル企業が生産性向上を進めるための投資を行った

場合に、政府から支援を受けられる制度について、

業界の過剰な競争から、お客様を含めた相互理解

が不十分なまま運用されているということが指摘され

ました。

このような背景から、コスト削減に向けた提案はも

ちろんんこと、高い生産性を生み出す基盤作りへの

協力が急務となっています。我々事務機器の事業

者も、いかに多くの機械を購入いただくかというポイ

ントだけではなく、お客様の経営課題をきちんと捉え

環 境 変 化に伴う、私たちの取り組み

て、長期的な視点でご提案・協力していくことが重要

になっています。

慌ただしく変化しているシンガポールにおいて、

私達はどう変わっていかなければならないのでしょう

か。今後の3年間に向けて、私達はいくつかのシナリ

オを立てています。［図1]

シンガポールでは、今でも紙を中心にした業務プ

ロセスとなっています。ビジネスでのコミュニケーショ

ンも、「face to face（same time, same place）」が中

心で行われています。しかしインフラの発達により、

今後は仮想空間を利用してスピードと利便性を備え

た(Anywhere,　Anytime)ペーパレスプロセスへと、

変わっていくものと考えております。また、高品質の

オフィス機器（ハードウエア）に、様々な機能を搭載

し、オフィス内での能力向上の支援をして参りました

が、これからは機能の提供だけではなく、業務プロ

セスそのものを変革し、生産性向上に貢献できるよう

なサービスをご提供していかねばなりません。

そして、お客様へお届けする価値としては「お客

様の満足の向上」から、「お客様の期待を超えた経

験のご提供」へと変わっていくことが必要です。

　ただこの取り組み課題は、決して新しいもので

はなく、これまで私達事務機器業界が、日本などの

先進国で変化し続けてきた、歴史そのものでもありま

す。例えば弊社の場合は、世界で初めてゼログラフ

ィー技術を使い、普通紙複写機を生み出した後、パ

ロアルト研究所において、現在のネットワーク技術の

基礎となるイーサネット、マルチウィンドウなどを生み

出しました。継続した技術開発により機械の小型化

や、デジタルトランジション、カラリゼーションを進め

（60-90年代）、デジタル化によるソリューションとペ

ーパレス化の推進を致しました。（90-１0年代）。そし

図1.	今までの世界とこれから世界への予測　			

業界ぷらす１
「精密機器」： 事務機器メーカーが取り組むビジネスモデルの変革
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て今はこれらを請け負うサービスとして進化させてお

ります。［図2］ シンガポールでは、この変化が10年く

らいの短いスパンで、平行して進んでおります。

ハードウエアメンテナンスの進化　

現在皆様のオフィスでご利用頂いております複合

機には、ネットワークを経由してお客様に最高のサ

ービスをご提供できるように、マシンの状況を把握

できる機能を搭載しております。当社ではこの技術

をEPBB (Electronic Partnership-Broad Band)とし

て、日本でサービスを開始し、シンガポールにおい

ても2年前よりお客様に提供しております。

この取り組みの目的は、お客様へのサービスの向

上にあります。私達の業界でご提供するハードウエ

アは、今ではお客様のオフィスになくてはならない

道具の一つとなりました。お客様へお届けになる提

案書などの付加価値の高い文書、シッピングドキュ

メント、請求書などボリュームの多い白黒プリントの

出力、あるいはスキャナ代わりにＰＤＦデータを作り、

メールで送信したり文書管理サーバーに格納する

デバイスとして、多くご利用いただいております。す

なわち、ペーパレスオフィスのオペレーションの核に

なってきており、万が一の不具合で機械がダウンす

ることは、お客様の生産性を下げる要因となってしま

います。今では、トナーなどの消耗品の不足への対

応はもちろんのこと、機械の磨耗などによる補修部

品の予防保全も行うことができ、使用量の把握など

によって、機械のダウンタイムを抑え、間接業務を大

幅に減らすお手伝いを行っております。［図3］

セキュアなクラウドサービスによる働き方の進化

日系企業の海外進出は増々進んでおります。シ

ンガポールにおいても、ベトナム、ミャンマーなどの

アジア新興国へのビジネスの拡大は喫緊の課題で

あり、それに伴う様々なリスクに対応することの必要

性も増々増えています。現地化を進めながら、グロ

ーバルスタンダードでも企業品質を維持することが

求められています。そのためにもクラウドサービスな

どで、最小限の投資で社内のITでのガバナンスを効

かせる方法は非常に有効です。特に最重要課題は

セキュリティの担保です。以前は紙による情報流出

が最大のリスクでしたが、今では、デジタル情報をい

かにして管理するかということがとても重要な課題に

なっています。私たちはこうしたグローバル化という

大きなトレンドの中で、クラウドテクノロジーを利用し

た新たな働き方をご提供しております。

ハードウエアとサービスの融合 :

ソフトウエアとサービスの融合 :
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すなわち重要な機密文書はクラウド上に高セキ

ュリティなキャビネットを用意し、ＰＣやモバイル端末

で持ち歩くことによる情報漏えいを回避します。スキ

ャンしたデータも格納先をクラウドにすることで、個

人による情報流出を防ぐことが可能になります。さら

に、既存の複合機と連携して、スキャンをしたものを

ダイレクトにアップロードしたり、リモートでプリントア

ウトを行うことができるため、オフィスに固執しないユ

ビキタスな働き方を実現します。［図4］

紙の未来、モバイルソリューション

私達の業界において、以前から大きな命題があり

ました。「紙はいつかなくなるのではないか？」ペー

パレス社会となるのではないかということです。しか

しＰＣやネットワークの発達と電子データの増加に伴

い、逆に出力は増えるといった結果となっています。

しかし、今、ハードウエアとソフトウエアの進化によ

り、我々事務機器業界は、紙で出力する業務プロセ

スに替わる価値をご提供すべき時に来ております。

例えば以下のようなケースはその代表的な一つと

なります。これは弊社で進める「言行一致活動*」の

一環です。（*言行一致活動：富士ゼロックスの従業

員自らが「働き方の変革」を通じた業務改善を実践

し、その成功体験に基づいて、お客様にソリューショ

ン・サービスを提供すること。）

アウトソーシングサービスへ:

私達がお客様にお届けするサービス活動には、

社内外にその活動を伝達するために多くの文書が

存在します。お客様にお届けするサービスレポート

はサービスの履歴であったり、お客様にご請求する

際の利益の証明となります。一方社内的にはサービ

ス品質の向上を図るために、サービス活動のトラッキ

ングを行ったり、サービスパーツの調達の履歴や経

理請求部門への請求行為の控えになったりします。

そして、こうしたやり取りをする際に多くの人、時間な

どのリソースが掛かっておりました。これらの課題に

対応する為、モバイルソリューションを提供し、プロ

セスを見直し、仕組みを変え、仕事のやり方をその

ものを変革するペーパレスのプロセス改革に成功し

ました。［図5］

我々の業界で取り組んでおります、こうした活動

は、現在日本を始めアジア各国のお客様へ、改善

活動という形でご提供しております。

経営課題の解決に向けたアプローチ

グローバル化の推進と共に、企業は対投資効果

も求められています。人件費・設備投資費などのコ

スト削減や、コア事業に経営資源を集約する為に、

図4.	クラウドサービスと複合機の連携

サービスとソリューションの融合 :

図5.	言行一致の活用事例

業界ぷらす１
「精密機器」： 事務機器メーカーが取り組むビジネスモデルの変革
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専門的な能力を持ったサービスプロバイダーとして

事務機器各社は、業務そのものをアウトソーシング

するサービスを推進して参りました。

こうしたサービスを実現できるのは、これまでのオ

フィス中心に提供してきた出力環境の最適化および

運用にとどまらず、オフィスの出力環境の構築・維持

に係わる複数の複雑なプロセスと、多くのルーティン

業務を委託して、コア業務に集中したいというお客

様のニーズにお応えするものです。同時にコスト削

減に留まらず、消費電力などの環境負荷やセキュリ

ティーリスクを増大させない為に、ビジネスのあらゆ

るシーンで活用されるドキュメント出力の状況や、出

力機器の使用状況などトータルな視点で把握し適

切に管理・運用することをお手伝い致します。それ

により、TCO（総所有コスト）の削減、業務の生産性

向上、節電など環境負荷の低減、事業継続のため

のリスク対応力強化など、企業の経営力を高める様

々な支援を行います。［図6］

それでは、こうした変化に伴い私たちのビジネス

モデルはどのように変化していくのでしょうか。図７

は、私どもの複合機をご利用頂く場合の、ビジネス

モデルです。

ビジネスモデルの変 化:　

ハードウエアをご購入（あるいはリース）頂き、そ

のマシンで良好にプリントアウトして頂くことを価値と

し、消耗品とエンジニア費用を全て含んで、サービ

ス、コピー料金として頂く契約方法です。

しかし、お客様のペーパレス化は進んでおり、全

体の総文書量は増えていますが、従来のコピー需

要での枚数は減少し、プリンターや電子データへ移

行しています。［図8］

私達のこれまでのモデルは、紙を媒体として成り

立ってきておりました。しかしこれからはそこに、管理

工数を減らしたり、紙を減らせるコンサルティングに

よってペーパレス化の支援を行う、といった新たな、

図7.	現状の事務機器業界のビジネスモデル

図8.	ドキュメントボリュームの推移
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ニーズへの対応が必要になります。また継続的なモ

ニタリングを行い、コストセービングをお客様にコミッ

トしたり、業務プロセス自体をダイナミックに変えるサ

ービスやソリューションを盛り込むことで、新しいモデ

ルで、価値に対する対価を頂く形での提案が必要

になっていきます。

課金体系も今までのような画一的ではなく、お客

様の業務量や担保する品質の範囲にあわせフレキ

シブルに、対応をすることが必要となるでしょう。［図9］

私達の業界は今、大きく変わろうとしております。

お客様が置かれている厳しいインフレと人材育成及

び活用の難しい中、企業がその競争力の源泉であ

るコアコンピタンスに集中すると共に、グローバルな

動きに素早く対応できる仕組み作りのお手伝いをい

かにできるかが、私達自身の生き残りでもあります。

お客様のニーズにマッチしたソリューションとサービ

スにより新たな付加価値の提供を行い、お客様のご

期待を遥かに超えるサービスをご提供することを目

指し、皆様のバックヤードを支え続けたいと考えてお

ります。

図9.	新たなサービス型ビジネスモデル

まとめ

業界ぷらす１
「精密機器」： 事務機器メーカーが取り組むビジネスモデルの変革
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≪日本シンガポール協会のイベントをご紹介します≫
日本シンガポール協会便り9

一般社団法人　日本シンガポール協会
   〒108-0014 東京都港区芝4-7-6 芝ビルディング308
　電話：03-6435-3600  FAX：03-6435-3602 
　E-mail：singaaso@singaaso.or.jp
　ホームページ：http://www.singaaso.or.jp/

	  	  

	  	  

	   	  

◆はい、こちらは「日本シンガポール協会」です！
「日本シンガポール協会」は1971年の設立以来、「シンガポ
ール日本商工会議所（JCCI）」とも密接に連携し、日本とシ
ンガポールとの経済協力、文化交流を深めるための活動をボ
ランティア・ベースで行っています。シンガポールとの関係、交
流を深めるため、ご帰国されましたら、あるいは今から協会
の活動にご参加されませんか。ご入会を心からお待ちしてい
ます。連絡先は右記のとおりです。（2013年1月に、事務所は
港区赤坂より港区芝に引っ越しました）

「第43回　定例総会」を開催　　
六本木の国際文化会館にて「第43回　定例総会」を、2013年4月20日に開催し、議題案（内容割愛）はす
べて承認されました。改選されました2013・2014年度の理事・監事をご紹介いたします。

第1号議題　2011年度事業報告並びに収支決算報告に関する件
第2号議題　2012年度事業計画並びに収支予算に関する件
第3号議題　定款一部変更の件（第22条第1項　参与定員増の提案）
第4号議題　定款一部変更の件（第22条第5項　準用する項の訂正提案）
第5号議題 理事及び監事選任の件

会　長：鈴木　貞男   元東京海上火災シンガポール社社長
副会長：宇野　久義   元住友商事シンガポール社長
理　事：相原 元八郎　元三井物産（株）代表取締役副社長 [元三井物産アジア（シンガポール）社長]
理　事：小林　健    三菱商事(株)代表取締役社長 [元三菱商事(株)執行役員　シンガポール支店長]
理　事：近藤 義彦  公益財団法人実験動物中央研究所 神奈川口プロジェクト室長 

[元早稲田渋谷 Pte Ltd 取締役、早稲田渋谷シンガポール校（高校）事務局長]
理　事：五月女 英介 公益財団法人ケア・インターナショナル ジャパン理事長

[元三菱電機アジア（シンガポール）代表取締役兼三菱電機（株）アジア代表]
理　事：迫　秀一郎 オリックス不動産（株）運営事業本部　顧問 [元ANA HOTELシンガポール社長]
理　事：定形　哲  （株）電通国際情報サービス　統合リスク管理室長 [元東京三菱銀行シンガポール支店長]
理　事：里村　健一 日本土地建物(株)顧問 [元第一勧業銀行シンガポール支店長]
理　事：坪井　健司 公益財団法人日本科学技術振興財団　代表理事・副理事長

[元東レ（株）シンガポール社社長]
理　事：望月　謙吾  MIJ ASIA MARKETING社取締役社長［元東芝シンガポール社取締役］
理  事：横尾　博    元アリストジャパン（株）代表取締役 [ﾗｸﾞｰﾅ･ﾅｼｮﾅﾙ ｺﾞﾙﾌ&ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ取締役兼理事]
理  事：渡邊　彰    日本リバイバル債権回収(株)代表取締役社長 [元東京三菱銀行取締役シンガポール支店長]
理  事：渡辺　立子  元シンガポール日本人幼稚園長
監　事：浅野　勉    三井倉庫ロジスティクス（株）代表取締役　社長執行役員 [元住友銀行シンガポール支店長]
監　事：横山　秀光  横山公認会計士事務所　公認会計士・税理士

定例総会の後、一般財団法人　国土技術研究センター理事長の大石久和氏に、「国土から考える日本人－
経験から生まれた史観の特徴－」と題して講演を行っていただきました。英語では「I」や「you」で足りる呼
称は、日本語には何十もの一人称や二人称があり、日本人は相手との間合いの微妙を大切にし、思いを伝え
る表現が豊かであることなど、国土に根ざした日本人の思考過程についての興味深い講演でした。

（大石　久和氏）

≪5月度　活動報告≫
 
5月3 0日にはK PMGシンガポール様より専門家の方々をお招きし、会員サービス委員会主催による会員講 演会 
「シンガポール・ASEAN地域におけるM&Aの動向と実務上の留意点」を開催致しました。当講演会ではシンガ 
ポール、ASEANでの企業、事業のM&Aに関する動向、プロセス面や税務面での検討事項、さらにM&A後の実 
務上の留意点についてご講和頂きました。

≪ＪＣＣＩ 6月行事予定≫

開　催　日 行　事　名 主　催 時　間 場　所

6月3日(月)

第2工業部会　講演会 
「アベノミクスの影響を受けたアジア経済
の動向や、今後の為替見通しについて」

「初任給上昇問題と最新の人材市場状況」

第2工業部会 16:00-17:00 日本人会

6月5日(水)
第6回2013年度日本語スピーチコンテスト
実行委員会

JCCI 11:00-14:00 日本人会

6月7日(金) 2013年第2回賃金調査委員会 JCCI 12:00-14:30 商工会議所　会議室

6月10日(月) 6月度広報委員会 JCCI 12:30-14:00 AMARA HOTEL

6月11日(火)
6月度運営担当理事会

第518回理事会
JCCI

11:30-12:15

12:15-14:00
日本人会　

6月12日(水) 観光・流通・サービス部会懇親ゴルフ
観光・流通・
サービス部会

12:00- Jurong Country Club

6月13日(木)
Workshop “Lets Brush Up our Business 
English!” Part3

JCCI 14:00-18:00 日本人会　

6月19日(水)
賃金調査会 
「2013年NWCガイドライン説明会」並びに
「2013年JCCI賃金調査結果報告会」

JCCI 15:00-17:00 Marina Mandarin Singapore

6月20日(木)
Workshop “Lets Brush Up our Business 
English!” Part3

JCCI 14:00-18:00 日本人会

6月20日(木)
建設部会 見学会 
「SUTD（国立シンガポール工科・デザイ
ン大学）新築工事」

建設部会 10:00-12:00 SUTD新築工事現場

6月21日(金) 第3工業部会　風水ツアー 第3工業部会 12:00-16:30 City Area

6月27日(木) 第1工業部会　懇親ゴルフ 第1工業部会 12:00-21:00 Sentosa Golf Club

※予定は事情により変更、追加されることがあります。
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ミャンマー民主化運動を指導し、1991年にはその活動の功績によ
りノーベル平和賞を受賞したアウンサンスーチーさんが外務省の招聘
を受け4月13日から19日にかけ日本を訪問しました。連日彼女の行動
はマスメディアにより報道されましたが、各地で熱狂的に受け入れら
れている様子は“俄アンサンスーチー・ブーム”に近いものがありまし
た。

今回訪問の外交的評価はさて置き、これら報道の中でアウンサン
スーチーさんが1985年から2年間京都大学東南アジア研究所の客員
研究員として日本滞在していたなど、これまで知り得なかった日本と
の深い関係を知る機会となり、ビルマの竪琴以来ミャンマーという国
に対して親近感を抱くことになりました。

一方ビジネスの観点では、今後更に民主化が進むとともに経済発
展が期待されるミャンマーは現在日本企業が最も関心を引く国の一つ
であり、2月初旬には140名余りの経団連海外訪問団が訪れ、両国官
民トップがインフラや投資環境整備等の両国経済協力関係について
議論も行われました。

そ ん な 人 気 急 上 昇 中 の ミャン マ ー で す が 、今 月 号 で
は“SEA　Game2013を開催するミャンマーのスポーツ事情”と題
し、今年12月にミャンマーで開催される東南アジア競技大会（South	
East	Asian	Games：SEA	Games）について取り上げ、スポーツを
切り口にミャンマーの魅力について紹介させて頂きました。

さて、文末になりますが、お忙しい中大変興味深い記事をご寄稿
頂きました執筆者の皆様のお陰で6月号を発行することが出来まし
た。この場を借りしまして厚く御礼申し上げます。

なお月報6月号は、Tokio	Marine	Insurance	Singapore	Ltd.
中村とPanasonic	 Asia	 Pacif ic	 Pte.	 Ltd.土屋が担当いたしまし
た。










